
 

１０月の学習予定 

国語：たずねびと 漢字の広場 方言と共通語 季節の言葉  

よりよい学校生活のために 意見が対立したときには  

浦島太郎 和語・漢語・外来語  

社会：これからの食料生産、自動車の生産にはげむ人々  

算数：分数と小数、整数の関係 考える力をのばそう  

算数で読みとこう 分数のたし算とひき算  

理科：流れる水のはたらき 

体育：表現運動 走り幅跳び マット運動 

ボール運動（ベースボール型） 

総合：心をつなごう（高齢者）、南町 SDGｓ  

音楽：アンサンブルのみりょく 

図工：スペーストラベル 

家庭科：ミシンにトライ！手作りで楽しい生活  

道徳：よりよい学校生活、集団生活の充実 生命の尊さ  

感謝 家族愛、家庭生活の充実  

外国語：My hero is my brother. 

◎運動会練習について  

10月2日（金）からソーラン節の練習を校庭で裸足になっ

て行います。足の裏などが汚れますので、足拭きタオルをご準

備ください。また、水筒も引き続き持たせていただくようお願い

します。 

◎家庭科ミシン学習のお手伝いについて 

 安全面からお手伝いをしてくださる方を募集しました。急遽

ご都合がつき、ご協力いただける場合がございましたら、

授業の前日までに担任へご連絡いただけますとありがた

いです。（１組 10月 16日、23日、30日  ２組１０月

13日、19日、27日） 

◎ふれあいランチについて 

 ５年生は、ふれあいランチで、エプロン・三角巾・マスク・ランチ

ョンマットが必要になります。ご用意をお願いします。 

 ～実りの秋に～  

運動会の練習が本格的にスタートして 2週間。運動会実

行委員を中心に進めています。アドバイスし合いながら、休み

時間もダンスを一生懸命練習している姿が印象的です。運

動会に向けて、一回一回の練習を大事にして練習に取り組

んでいます。 

気候の変化や大きな行事が続くことで、気持ちが不安定

になりやすい時期でもあります。落ち着いて学校生活が送れ

るように指導していきます。まずは運動会本番に向けて、ご家

庭でも励ましの言葉掛けをよろしくお願いします。 
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読書旬間に向けてのお願い 
 

期 間：令和８年１０月１６日(金)～１０月２９日(木) 
内 容：①「朝読書」の時間に自主読書 

②保護者による読み聞かせ 
③図書館と連携した取組 

        低学年：お話会 
        中学年：本のたんけんラリー 
        高学年：ブックトーク 
      ④読書記録 
      ⑤おすすめの本紹介カード作成 
      ⑥図書委員会による委員会発表 
お願い：学校でも図書の時間の確保などで、各自 

で読む本を用意しますが、児童の興味関
心にあった本を、ご家庭でご用意のうえ、
持たせてください。 

運動会に向けてのお願い 
 

日時：令和８年１０月１０日(土) 
  運動会まで、いよいよ 10 日ほどとなりました。そ
れぞれの学年練習も順調に進んでいます。今週よ
り全校練習も始まります。朝の時間から始まり、着
替えもありますので、早めに家を出られるよう言葉
掛けをお願いします。 
  運動会についての詳しい内容は、運動会のお知
らせや各学年からのお便りを確認してください。 

就学時健診について 
 

日時：令和８年１０月２８日(水) 
 午後から、来年度入学予定者の健康診断を実施
します。この日は水曜日ですが、１校時が８時３５分
開始の土曜時程で、給食ありの４時間授業になり
ます。下校時刻は全学年１２時５５分となります。ご
承知おきください。 

南町小スマイルフェスティバル 
 ふれあいランチ・遊び 

 

日時：令和８年１０月３０日(金) 
  今年度も、児童が楽しみにしている「スマイルフェ
スティバル」を昨年度と同様に実施します。各学級
がゲームや手作りの遊びを楽しむ「お店」を開き、
学年をこえて互いのお店を回る行事です。どんなお
店にするかを学級会で話し合い、一人一人が役割
を分担して準備を進めます。友達と協力して一つの
行事をつくり上げる経験を通して、学級への所属感
や自己有用感を育てたいと考えています。また、ふ
れあい班ごとに給食を食べ、遊び、学年や学級が
異なる児童同士で楽しく交流します。当日は、ぜひ
ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。 

忘れ物について 
 

放課後や土日に忘れ物を取りに来校される際
は、必ず保護者（大人の方）が付き添い、中央玄関
で来校者名簿にご記入のうえ、教室までご同行くだ
さい。児童の安全確保のため、ご理解とご協力を何
卒よろしくお願いいたします。 


